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平成28年10月31日 

各 位 
愛知県岡崎市仁木町字荒下 1 番地
マ ル サ ン ア イ 株 式 会 社
代 表 取 締 役 社 長 渡 辺 邦 康 

(コード番号：２５５１)
お 問 合 せ 先  
取締役経営企画部長(兼 )管理担当 堺 信 好 
電 話 番 号 ０５６４－２７－３７００

 

連結業績予想の修正及び通期個別業績見込みと前期実績との差異 
並びに営業外費用発生に関するお知らせ 

 

当社は、平成28年10月31日開催の取締役会において、 近の業績の動向等を踏まえ、平成27 年10 月29 日に公表

いたしました平成28年9月期通期の連結業績予想を下記のとおり修正することとしましたのでお知らせいたします。 

 なお、個別業績予想については開示しておりませんが、下記のとおり前年の実績値と比較して差異が生じる見込みで

あることから、併せてお知らせいたします。 

また、当社は、為替相場の変動により、営業外費用（デリバティブ評価損）を計上する見込みでありますので、お知

らせいたします。 

 

記 

 

１．平成28年9月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年９月21日～平成28年９月20日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

２４，４０５
百万円

４７２
百万円

４５４
百万円 

２８４ 
円  銭

１２３ ９１

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ２４，２３８ ７４８ ５３１ ３１４ １３７ １９

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） ▲１６７ ２７５ ７７ ３０ ― 

増  減  率 （  ％  ） ▲０．７ ５８．３ １６．９ １０．７ ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（ 平 成 2 7 年 9 月 期 ）
２３，７０７ ６３１ ７９２ ５１６ ２２５ ２５

（注）当社は、平成28年3月21日を効力発生日として、普通株式5株につき1株の割合で株式併合を実施しておりま 

す。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当たり当期純利益を算定しております。 

 

２．平成28年9月期通期個別業績見込みと前期実績値との差異（平成27年９月21日～平成28年９月20日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 期 実 績 （ Ａ ） 
百万円 

２３，１０９ 
百万円

５７５
百万円

７０８
百万円 

４４５ 
円  銭

１９４ ３０

個別業績見込値（Ｂ） ２３，６６５ ７１６ ５０２ ２９０ １２６ ７６

増 減 額（Ｂ－Ａ） ５５５ １４０ ▲２０６ ▲１５５ ― 

増 減 率（ ％ ） ２．４ ２４．５ ▲２９．１ ▲３４．８ ― 

（注）当社は、平成28年3月21日を効力発生日として、普通株式5株につき1株の割合で株式併合を実施しておりま 

す。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当たり当期純利益を算定しております。 
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３．修正の理由 

 （１）連結業績予想 

   ① 売上高 

・みそ事業の売上は予想を若干下回る見込みですが、豆乳の売上が予想を上回る見込みであります。 

   ② 営業利益 

    ・主に売上高の増加によるものであります。また、原油価格低下による電力、光熱、燃料費減少により原価が 

下がったこと、加えて、事業の効率化及びコスト削減に努めたため、予想を上回る見込みであります。 

   ③ 経常利益 

    ・営業利益が増加したものの、急速に円高が進んだため、デリバティブ評価損2億26百万円を営業外費用とし 

て計上する見込みであります。 

   ④当期純利益 

    ・経常利益の増加により予想を上回る見込みであります。 

 

 （２）個別業績予想（前期実績との差異） 

① 売上高 

・みそ事業の売上は前期実績を若干下回る見込みですが、豆乳飲料事業の売上が前期実績を上回る見込みであ 

ります。 

   ② 営業利益 

    ・主に売上高の増加によるものであります。また、原油価格低下による電力、光熱、燃料費減少により原価が 

下がったこと、加えて、事業の効率化及びコスト削減に努めたため、前期実績を上回る見込みであります。 

   ③ 経常利益 

    ・営業利益が増加したものの、前期は円安によりデリバティブ評価益1億42百万円を営業外収益として計上し 

ましたが、当期は急速に円高が進んだため、デリバティブ評価損2億26百万円を営業外費用として計上し、 

前期実績を下回る見込みであります。 

   ④ 当期純利益 

    ・経常利益の減少により前期実績を下回る見込みであります。 

 

４．営業外費用の発生について 

   平成28年9月期累計期間におきまして、急速に円高が進んだため、デリバティブ評価損2億26百万円を営業外

費用として計上する見込みであります。なお、うち1億92 百万円については第3 四半期連結累計期間において

計上済みであります。これは主に、円安に対する為替リスクヘッジによるものであります。 

 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであります。実際の業績は、 

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 

 


